
シンポジウム

身近な海の世界
-厚岸の海洋生態系について考える-

主催：大黒自然研究会 (http://daikoku.mystrikingly.com/)
共催：厚岸町・厚岸町環境教育推進委員会
助成：前田一歩園財団・厚岸湖・別寒辺牛湿原学術研究奨励補助金・北海道新聞野生
生物基金

2020年1月12日(日)
14-17時

厚岸町 本の森厚岸情報館
視聴覚室

開催目的：厚岸町の大黒島と，その周辺海域に生息する多様な生物と海洋生物
が直面している環境問題について紹介し，関係者や地域住民との交流を図る

司会・進行 庄子 晶子 (筑波大学生命環境系・大黒自然研究会)

1. 14:00-14:05 趣旨説明
西沢 文吾 （国立極地研究所・大黒自然研究会）

2. 14:05-14:35 親潮域の植物プランクトンと鉄の関係-森は海の恋人？
伊佐田 智規 （北海道大学厚岸臨海実験所）

3.   14:35-15:05 厚岸の海で魚を追いかける～ニシンとマガキの研究～
富安 信 （北海道大学 水産科学研究院）

4.   15:05-15:35 厚岸湾周辺のゼニガタアザラシ
小林 由美 （北海道大学農学科学研究院・大黒自然研究会）

休憩 15:35-15:45

5. 15:45-16:15 世界有数の海鳥繁殖地である大黒島の「今」を知る
大門 純平 （北海道大学水産科学研究院・大黒自然研究会）

6.    16:15-16:45 海洋プラスチックが海鳥に与える影響
田中 厚資 （北海道大学獣医学研究院・日本学術振興会）

7.    16:45-17:00総合討論


